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1
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研究背景

令和４年改正 肝炎対策基本指針 第５（２）イ

地方公共団体は、国、拠点病院等と連携して、地域や職域において肝炎の普及啓発、受検勧奨や肝炎
ウイルス検査後のフォローアップ等の支援を進める肝炎医療コーディネーター等の人材の育成と活躍
の推進に取り組む。この際、肝炎医療コーディネーターの基本的な役割や活動内容等について、国が
示す考え方を踏まえ、都道府県等においてこれらを明確にした上で育成を進めることが重要である。
また、地方公共団体は、国、拠点病院等と連携して、肝炎医療コーディネーターの育成後もその活動
状況の把握に努めるとともに、肝炎医療コーディネーター間の情報共有や連携がしやすい環境の整備
に努めることが重要である。

肝炎医療コーディネーター（肝Co）等の人材の育成と活躍、育成後の活動支援が重要であ
ることが令和４年改正 肝炎対策基本指針 第５（２）イに示されており、全国的にはさ
らに推進していく必要がある

参考
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背景 肝Coの育成において地域や個人に差異がある

課題

肝Coの育成を行う際、以下の点において全国的な均てん化が必要である
1. 肝Co等の人材の養成と活躍の推進
2. 各地で基本的な役割や活動内容について明確にした上での育成

研究班の
取り組み

1) 肝Coの育成において都道府県ごとに様々な点において異なっていることを明らかにした
2) 育成の方法について３パターンに分類した
3) 上記を踏まえ育成の際に最低限必要な知識や活動の事項をまとめた「スタディブック」

の制作を進めている
4) 職種ごとの「活動ガイドブック」「全国の活動事例マニュアル」を制作し、活用の普及

を進めた

背景 肝Coの育成後の活躍に地域や個人に差異がある

課題
肝Co育成後における活動支援として肝Co間の情報共有や連携しやすい環境の創出を進めな
ければならない

研究班の
取り組み

1) 肝Co情報ポータルサイトを知識や活動についてのこれまでのツールやコンテンツを活
用しやすい形にリニューアルし、運用を開始した

2) SNSによるリアルタイムな情報共有や活動評価のためのツールとしてLINEを用いたシス
テムを構築し、運用を開始した

3) 患者肝Coによる学生講義の成果集を制作し、患者Co活動ハンドブックの制作を進めて
いる

4) 経験豊富な全国の肝Coが地域のニーズにあったスキルアップ研修等のサポートシステ
ムを開始した

１．肝Coの育成の現状に対する研究班の取り組み

２．肝Coの育成後の活動支援に対する研究班の取り組み
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１．肝Coの育成の現状に対する
研究班の取り組み
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1-1)班員の都道府県、周囲の都道府県合計１１自治体における実態調
査では、多彩な開催要領、プログラムであることが明らかとなった

項目 各自治体における現状

開催回数／年 年度に１回または２回

日程 半日、1日、２日。

職種等による区分
区分なしが多いが、一部の自治体は職種によって名称やカリキュラムを区
分している

講義形式
①現地のみ、②現地＋オンラインのハイブリッド、③一定の期間でのオ
ンデマンド、④オンデマンド＋現地

研修時間 １時間半〜８時間と多岐にわたる

試験方法
①確認試験、②確認試験＋レポート、③確認試験＋アンケート、④アン
ケート、⑤なし
また試験方法は、オンライン回答や現地。資料参考可・不可あり

講義項目
基礎医学、臨床医学、制度、コミュニケーション、事例、パネルディスカ
ッション、患者講義など。項目は自治体で多彩。

認定期間・方法 あり（３〜５年、研修受講で延長）が増加傾向
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C型肝炎の講義について

佐賀 A B C

医療 地域 総論 各論
1肝臓の解剖 ※（肝硬変） 〇 〇

2肝臓の機能 〇
3肝障害の原因とメカニズム 〇
4肝臓病の診断 〇

5肝炎の種類 〇
6C型肝炎の発見 〇 〇
7感染経路 〇 〇 〇 〇 〇

8潜伏期間 〇
9感染リスクの高い行為、低い行為 〇
10自覚症状 〇

11検査を受ける場所 〇

12ウイルスの型 〇
13ウイルスの種類 〇 〇

14ウイルスの構造 〇 〇
15ウイルスの遺伝子 〇 〇 〇
16キャリア率 〇

17自然経過 〇 〇 〇 〇 〇
18慢性肝炎 〇
19肝硬変 〇

20C型由来の肝硬変 〇
21C型由来の肝硬変（変遷） 〇

22C型由来の肝がん（変遷） 〇 〇 〇 〇

23線維化と肝がんの関連 〇
24HCV抗体陽性の考え方（診断） 〇 〇 〇 〇 〇
25低力価・中力価・抗力価 〇 〇 〇

26病態の進行と血小板数 〇

27陽性者の対応 〇 〇

1-1)医学的テーマに関して講義内容や受講科目も多彩であることが
判明した（例：佐賀県、A県、B県、C県）
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1-2)養成・スキルアップ内容の３タイプに分類できることが

明らかになった

基礎重視系

（講義）

臨床演習系

（グループワーク・事例検討）

創造発展系

（講義とグループワーク）

メリット

知識の取得と更新

WEB開催可能

幅広く参加可能

活動につながる

連携の強化

多方向での意見交換

活動につながる

連携ができる

知識の取得と更新

多方向での意見交換

デメリット
活動につながりにくい

一方向の情報発信

知識のアップデートができない

参加者の負担（移動等）

参加人数の制限

参加者の負担（移動等）

参加人数の制限

主催側の負担大

開催時間
短（ただし、オンデ

マンドは長い傾向）
長い 長い

開催負担・

難易度
易 難 超難

習得状況の

把握
難 易 易
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肝炎医療コーディネーター

スタディブック

厚生労働行政推進調査事業費補助金（肝炎等克服政策研究事業）
「多様な病態に対応可能な肝疾患のトータルケアに資する人材育成
及びその活動の質の向上等に関する研究」班編

令和７年度版

1-3)地域性を鑑みて標準化については必須項目と選択項目をラ
ンク分けした明示した問題集形式のテキストを制作している

令和７年度上期に完成予定
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肝がんや重度肝硬変についての医療費の助成制度に正しい
ものに◯、間違っているものに×をつけてください。

a）Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスが原因の「肝がん」や「重度肝
硬変」の治療を受けている場合が対象である。
b）肝がん・重度肝硬変の入院治療又は肝がんの通院治療
（分子標的薬を用いた化学療法等）を受けている場合が対
象となる。
c）高額療養費算定基準額を超えた月が助成月を含め過去２
年間で２月以上で対象となる。
d）２月目以降（助成が行われる月）については、都道府県
が指定する指定医療機関で治療を受けている必要がある。
e）同制度を説明するための資材はない。

解答 e）
必須レベル A

医療制度 受療３−１

解説

参考資料）厚生労働省HP
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou
_iryou/kenkou/kekkaku-
kansenshou/kanen/kangan/index.html

参考資料２）日本肝臓学会
https://www.jsh.or.jp/medical/guidelines/jsh_guidl
ines/hepatitis_c.html

肝炎医療コーディネーターの皆さんへのポイント！

• AAAAAAAAAAAAAAAA
• BBBBBBBBBBBBBBBB
• CCCCCCCCCCCCCC
• DDDDDDDDDDDDDD

✓ 医師が制度を詳しく知らないこともあり、
医療事務や患者さんCoさんの強みを活かせ
るところでしょう。

✓ 制度は見直しもされるので、情報のアップ
デートは必要です！

✓ さまざまな資材があるので、詳細は覚えな
いでもOK。資料があることを覚えておきま
しょう！

ポイント

肝Coの育成において必要事項を示し、医学的知識や各種制度を紹介、肝Coの活動として
の要点を明確に提示した形式として制作を進めている

例）
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1-4)肝炎Coの活動の全国均てん化を進めるために職種別マ
ニュアル（ことはじめ編）を制作し、全国展開を開始した

職種

• すべての方へ
• 栄養士
• 病院薬剤師
• 薬局薬剤師
• 臨床検査技師
• ソーシャルワーカー
• 診療放射線技師
• 理学療法士
• 事務職
• 健診機関
• 肝炎患者さん
• 行政担当者
• 相談員
• 看護師
• 保健師
• 介護士
• MR

全17職種、67ページ、PDFと電子ブック
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全国の自治体や拠点病院に案内を行い、後述のポータルサイト「肝Coと仲間たち
」からPDFダウンロードを可能にしている
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最初の２ページは各職種の本来業務における強みやフィールドを記載し、その職種との
連携のタイミングや基本的な活動事例を紹介。またこれまで全国調査で明らかとなった
活動を難易度ごとに提示している（例：臨床検査技師１p、２p）
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後半は各職種の本来業務と肝Coの活動の関連性を紹介し、まず最初に活動を開始する時
の要領や連携すべき関連する職種を明示した構成としている （例：臨床検査技師３p、
４p）
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肝ぺ（肝ニングペーパー） 全14職種、56ページ

1-4)活動事例マニュアル（基礎から応用編）としてこれまで全国調査で集めら
れた活動事例を紹介し、その職種の専門性を活かした活動の提案を明示する構
成として制作し、全国自治体、拠点病院へ案内を行った

後述のポータルサイト「肝Coと仲間たち」からPDFダウンロード可能

例）管理栄養士
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研究班で制作したコンテンツの活用事例

令和６年度 奈良県肝炎医療コーディネーター
養成研修会の開催について

本県では、肝炎患者等が適切な肝炎医療や支援を受けられるように、医療機関、行政機関

その他の地域や職種の関係者間の橋渡しを行っていただく「奈良県肝炎医療コーディネー
ター」の養成を行っています。

令和６年７月３０日（火） １４：００～１７：００ （受付 １３：３０～）

奈良県医師会館（橿原市内膳町5-5-8）
２階会議室

市町村、保健所の担当者、医療機関関係者、患者等
肝炎対策の推進に意欲のある方ならどなたでもご参加いただけます。

５０名（先着順）

受講料無料

奈良県の肝炎対策について 奈良県疾病対策課 感染症係
主任主事 坂野 瑞希

肝疾患の診療と診断 奈良県肝疾患相談センター
専従医師 浪崎 正

当センターにおける肝炎医療コーディ
ネーター支援の取り組みについて

奈良県肝疾患相談センター
相談員 奥野 聖子

肝炎医療コーディネーターになる
みなさんへ
－患者から伝えたいこと－

東京肝臓友の会・事務局長
米澤 敦子

全国Ｂ型肝炎訴訟大阪原告団・役員
奈良肝臓友の会・事務局長
中村 彰宏

肝炎医療コーディネーターの役割
～佐賀県における取り組み～

奈良県立医科大学 客員教授
奈良県立医科大学 奈良県肝疾患相談センター参与
江口 有一郎

確認テスト

申込方法：お申し込みフォームからお申し込みください。

（下記ＱＲコードもしくはＵＲＬよりフォームへアクセスをお願いします）

お申し込みフォームＵＲＬ：

https://nsa.pref.nara.jp/gap/applicationRegister?app=AM000000206&entry=1

申込受付期間 令和６年７月８日（月）～７月２３日（火）

主催：奈良県疾病対策課、奈良県肝疾患相談センター

日時

場所

対象

※これまでにコーディネーターの認定を受けていない方が対象です

定員

プログラム

• 研究班で制作した「肝炎医療コーデ
ィネーター活動ハンドブック」（こ
とはじめ編）を自治体が主催の肝Co
養成研修会で全員に配布し、各職種
におけるさまざまな活動について紹
介し、受講者のが職種に応じて取り
組めることについて具体的に想起す
る資材として活用されている。

• 「活動事例マニュアル（基礎から応
用編）」は肝Coスキルアップ研修会
の職種ごとのグループワークでの教
材や医療機関における肝Coチームの
活動の方向性を議論する際の基礎資
料として活用されている。

奈良県肝炎医療コーディネーター養成研修会の
プログラム 15



１．肝Coの育成の現状に対する研究班の
取り組みのまとめと今後の方針

背景 肝Coの育成において地域や個人に差異がある

課題

肝Coの育成を行う際、以下の点において全国的な均てん化が必要である
1. 肝Co等の人材の養成と活躍の推進
2. 各地で基本的な役割や活動内容について明確にした上での育成

研究班の
取り組み

1) 肝Coの育成において都道府県ごとに様々な点において異なっていることを明らかにした
2) 育成の方法について３パターンに分類した
3) 上記を踏まえ育成の際に最低限必要な知識や活動の事項をまとめた「スタディブック」

の制作を進めている
4) 職種ごとの「活動ガイドブック」「全国の活動事例マニュアル」を制作し、活用の普及

を進めた

• 「スタディブック」を完成させて、これまでの成果物と併せて広く全国展開を行
うことにより、肝Coの必要最小限の医学的な知識や各医療制度の理解を進め、ま
た予防・受検・受診・受療・フォローアップや患者や多職種間のコミュニケーシ
ョン等のスキル向上や肝疾患に対する偏見や差別への理解を深め、肝Coとしての
活動の質の向上を図る

• 非ウイルス性肝疾患の増加や患者の高齢化など変化する肝疾患に対応できる肝Co
の育成に対して継続的な情報提供や支援を行っていく
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２．肝Coの育成後の活動支援に対する
研究班の取り組み
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肝Co向けには
• 肝疾患の医学的情報
• 活動支援のための情報サイト
• これまでの活動支援資材・ツール
• 特徴ある取り組み紹介
• 提言、成果物
• 活動事例集、動画
（まとめやインタビュー等）
• 関係の政策研究班へのリンク

一般向けへのサイトも構築した

https://kan-co.net

2-1)標準化をめざして肝Co情報ポータルサイトを知識や活動についての
これまでのツールやコンテンツを活用しやすい形にリニューアルし、令
和6年11月1日から運用を開始した

2024年11月一般公開し、
2025年2月12日までに
総ページビュー数 55,458回
アクティブユーザ 19530人
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１）情報発信 ・・・県からの制度や講演会の案内等の情報発信
２）活動支援 ・・・情報コンテンツ

（患者さんへの説明資材の供覧と肝Co自己研鑽用の情報発信）
３）活動報告 ・・・肝Coの活動報告（肝Coれぽ投稿フォーム）
４）活動評価 ・・・活動アンケート調査、研修会参加状況の把握

現在までの状況

友達登録数 2455人

有効友達数 2224人（ブロック231人（9.4％））※LINE公式アカウントの平均ブロック率は20%〜30%程度

送信回数 250,737 回（2020年10月～2024年12月）

登録都道府県 北海道・新潟・埼玉・千葉・茨城・兵庫・奈良・山口・佐賀
  ・熊本＋研究班＋一般

（※熊本・佐賀は自走化し、それぞれの県で管理）
独自LINE 山梨・沖縄・徳島（本年より開始）

肝炎医療コーディネーター活動応援団

2-2)SNSを用いた肝炎医療Co活動支援を立ち上げ情報共有や連携の
推進のために活用している（13都道府県、2455名参加）
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情報共有や連携の推進を目的として運用しているLINEの画面は、上段の情報発
信欄と下方の各種情報発信欄（リッチメニュー）で構成される。情報は厚生労
働省や肝炎情報センター、日本肝臓学会等の情報源へ誘導している
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各種の情報提供、活動報告、研修会や講演会、啓発イベントの告知としての活用し
、活動の実態調査もアンケート形式で行うことが可能である

研究班から全国へア
ンケート実施

熊本県から全国配信 熊本県から熊本県肝Coに
アンケート調査を実施

兵庫県から全国配信研究班から全国配信

本調査の有効性や調査結
果は論文化された
（「肝臓」64(11)2023
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SNSを用いた情報共有の仕組みは災害時などの緊急連絡網としても
活用され有意義であることが確認された

※LINEの広告に関するクリック率は平均0.3～1.5。

R6年1月1日 16時10分 能登半島地震
発災

1. 肝Co応援団にて1月1日地震発生当
日に支援の情報提供を開始（18時
57分）

2. 災害栄養士（JDA-DAT)より災害時
の栄養について情報を発信
（99/2056人）クリック率4.8％

3. 災害におけるクラウドファンディ
ングについて（163/2053人）ク
リック率 8％

4. 患者会の協力のもと、被災者の核
酸アナログ製剤、免疫抑制剤等の
処方に関する情報を提供
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能登地震

日本肝炎デー

日本肝炎デー

日本肝炎デー

研修会の集中

※2020年10月より2024年12月までの月ごとの配信数を表示
配信数は、一回の配信人数×配信回数（例）100人に配信＝配信数100

（回）

のべ送信回数 250,737 回（2020年10月～2024年12月）

LINEによる情報の発信数の推移
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2-3)肝Coの構成員として患者等は、令和４年度の調べでは２９都道
府県で養成され増加の一途を辿っており、活躍が期待されており活
動推進についてのマニュアルやハンドブック等が求められる

「令和5年度肝炎対策に関する調査（調査対象令和4.4.1～令和5.3.31）」
（厚生労働省 健康・生活衛生局 がん･疾病対策課 肝炎対策推進室調べ）より

参考

24



医学部、健康学部、薬学部など100名の学生
の感想や学びを記載、28ページ

2-3)肝炎患者等（患者、家族、遺族等）の肝Coの活躍の推進のために患者部会を
立ち上げ、患者講義の感想文をまとめた「肝炎患者から学生さんへ」を完成し、
日本肝臓学会総会での展示、全国展開を開始。現在、患者らの肝Coの活動ハンド
ブックの制作を進めている
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患者Coと医療者や医療機関が連携した事例

• 患者Coが医療機関における肝臓外来で通常の外来診療に併せて、肝臓ピア外来を行
い、様々な問題を抱えた患者や家族に対して肝臓専門医がピア相談を提案し、相談
者は診療通常の外来診療で医師に相談しにくい内容を相談し、日常生活や治療に関
する不安の解消に貢献している。

• 患者Coが医療機関が行う啓発事業に参加し、実
際に啓発ブースに立ち、啓発資材配布や肝炎ウ
イルス検査実施への声かけなど医療機関のスタ
ッフらと啓発事業を行っている。

• 患者Coが自治体主催の肝Co養成研修会やスキル
アップ研修会、市民公開講座で講師として登壇
したり、パネルディスカッション等に参画して
いる。

• 患者Coが医療者や医療機関が作成する啓発資材
や情報提供において、患者目線でのブラッシュ
アップを請けている。

• 患者Coが肝臓専門医療機関へサーベイし、医療
機関としての質の向上の推進へ助言を行ってい
る。 兵庫県肝Coスキルアップ養成研修会のプログラム
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What

How

創造発展系

（講義とグループワーク）

臨床演習系

（グループワーク・事例検討）

基礎重視系

（講義）

肝炎医療Coの研修・スキルアップ研修の内容はマトリックスに区分できる

研究班から特に支援
したい地域、組織

2-4)肝Co主導型スキルアップ研修会サポートプログラム
「肝Coサポートプログラム」を開始し、都道府県で開催される
スキルアップ研修会の開催支援を開始した
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01 満足度と自信

参加者の参加目的が達成できる内
容の検討

02 活動への展開

研修会終了後にすぐに実践に移せる
具体的な活動内容の習得

03 研修に積極的に参加

参加者も企画者も研修に積極的に
取り組み、習得度を向上させる

04 仲間づくり

顔の見える関係作りと連携の強化

「肝Coサポートプログラム」の主要パッケージ

✓ 実証実験として茨城、兵庫、徳島、福岡、奈良、北海道で実施した
✓ 本プログラムの実施の様子はポータルサイトで公開している（徳島県）
✓ 院内肝Coチームの立ち上げ等も支援を開始している

1. スキルアップ研修会を開催する各拠点病院からサポート依頼を受ける
2. 今後の自走化のため、あくまで主体は開催県の肝Coとし、サポートす

る肝Coは相談役となる
3. 地域が抱える課題や肝Coの活動状況を踏まえて研修テーマやゴール設

定を行う
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２．肝Coの育成後の活動支援に対する研究班の
取り組みのまとめと今後の方針

背景 肝Coの育成後の活躍に地域や個人に差異がある

課題
肝Co育成後における活躍の場を見出す機会として肝Co間の情報共有や連携しやすい環境の
創出を進めなければならない

研究班の
取り組み

1) 肝Co情報ポータルサイトを知識や活動についてのこれまでのツールやコンテンツを活
用しやすい形にリニューアルし、運用を開始した

2) SNSによるリアルタイムな情報共有や活動評価のためのツールとしてLINEを用いたシス
テムを構築し、運用を開始した

3) 患者肝Coによる学生講義の成果集を制作し、患者Co活動ハンドブックの制作を進めて
いる

4) 経験豊富な全国の肝Coが地域のニーズにあったスキルアップ研修等のサポートシステ
ムを開始した

• 肝Coの活躍の場を広げるためにポータルサイトやSNSの活用の推進を継続して情報
共有や連携を推進する

• 意義や活動が注目されている患者肝Coの活動ハンドブックを完成させ、活動を支
援する具体的な方策の検討を進める

• 肝Coの活動の均てん化のためのサポートシステムを確立させ、持続可能な仕組み
の方策を検討する
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研究班の成果の発信、提言について

✓ 全国肝疾患診療連携拠点病院協議会（令和6年7月） 発表

✓ 班員や研究協力者による全国学会での１０演題発表

✓ 班員や研究協力者による全国学会の司会、特別発言

✓ 班員や研究協力者による各地の学会（地方会）での発表

✓ 国際シンポジウム １演題発表

✓ 班員や研究協力者による論文（査読あり） 和文３本、英文５本

✓ 全国放送による研究班作成のツールに関する特集が放映された
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